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1957/58 の IGY 期に旧ソ連による越冬観測が行わ
れ 、 氷 河 観 測 が 集 中 的 に 実 施 さ れ た
（Koreisha,1963）。その時期から半世紀を経た














 この目的を達成するため、2011 年の予察後、2012 年～2014 年の 3 か年にわたって現地にて滞在観測を実施した。
IGY 当 時 と 同 様 、 主 な 観 測 対 象 は No.31 氷 河 （ 末 端 : 





続観測を行った。氷河上流域の No.31-2 ステーク（2446m a.s.l.）付
近に設置した AWS 観測結果を図 2 に示す。 
（１） 気温 
 2012/13 シーズンの平均気温は、2446m a.s.l.地点で-13.6℃、同最
低気温は-46.0℃を記録した。近郊の Oymyakon で観測されたデー
タと比べると、10 月~5 月の気温は 10℃程度高いことがわかった。 
（２） 積雪深の推移 
 氷河上に設置した 2 台のインターバルカメラに記録された
2012/13 シーズンの画像から積雪深の推移を算出した。積雪は冬の
初めと終わりの時期に集中し、最大積雪深はいずれも 2013 年 5 月
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図 1 調査エリア（東シベリア・スンタルハヤタ氷河）
図 2 AWS 観測結果（2012/13、2446m a.s.l.）
